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合成ピレスロイド系殺虫剤のカッオブシムシへの適用

奈良女大家政　○勝又千寿代　田郷宏子　辻井康子

〔(社)日本家政学会

　目的　合成ピレスロイド系殺虫剤（Fenpropathrin,d-Cyphenothrin, Permethrin）の防

虫加工剤として，カッオブシムシに対する適用について前回の報告に引き続き，食害を１

週間内で5 ％以下にし得る濃度および殺虫の作用機構について実験差行い，防虫加工布の

薬剤付着量の定量法についても検討した。

　方法　1）カッオブシムシに対する適正加工濃度を見出すために，羊毛布上の濃度を0. 06,

0. 3, 0. B％（o. *. f. ）として防虫加工布の食害を検討した。2）合成ピレスロイドのカッオブ

シムシに対する作用機構を検討するために，羊毛加工布，薬剤付着濾紙，薬剤のみの薄膜

上に供試虫を接触させた。　3）羊毛布に付着しているピレスロイドを簡便で能率的に定量す

るためにヘッドスペース法によるガスクロマトグラフおよび高速液体クロマトグラフによ

る分析を試みた。

　結果　1）ヒメカッオブシムシに摂食阻害効果のみられた0. 06％加工濃度以上で実験を行っ

た。ヒメマルカッオブシムシについては0. 3％加工で５週間までは，食害を5 % 以下に押

さえられているが，さらに時間が経過するとd-Cyphenothrinは食害の増加がみられ，他の

薬剤では死亡する幼虫が増加した。　2）ピレスロイドは接触毒として作用し，神経系をおか

すといわれているが，薬剤の薄膜上を歩いた結果，ヒメカッオに対しては，各薬剤とも３

％でも24時間後の死亡は14~26％にすぎなかった。　ヒメマルは0. 3％で33~62％の死亡率が

得られた。食毒では死亡率が低く接触毒としての作用が大きいと推定された。3）ピレスロ

イドは，ヘッドスペース法および高速液体クロマトグラフで定量できることを見出した。
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天然セルロ―スの物性　（XIII）
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（目的）アルコール性水酸基を持つセルa ―スは古来から水との相互作用が注目されてき

た代表的な高分子である。Ce I Iｌ 型の構造を持つ天然セル□ ―スは、絶乾状態より含水状

態での引張強度が高いことが知られており、セルロースＩの特異性の一つとされている。

しかし、この理由について未だに明確にされていない。従って、この様な点を明らかにし

ていくことが、実用上際めて重要であると考え、セルロースの結晶、非晶領域と水との相

互作用等をD S C、Ｘ線の広角、小角散乱法、固体高分解能NMR法により調べ、検討を試み

ている。これまでに綿糸、ラミー糸のCel Iｌ 型の試料に於て、気乾状態ではほぼ不凍水形

の束縛水のみ存在しているのに対し、X 線の広角の最大散乱強度時には、不凍水及び凍結

可能水の両束縛水に自由水が約１モル程度結合していることを報告した。今回は　Cel 1工工

型を用い、Ｃ el I Iで認められた特性がCel I ｌ:r型にも認められるか検討を試みた。（方法）

Ce I Iｌ 型の試料としては主に綿糸と麻糸を用いた。Ce目ｴI型は、Ce川Ｉ試料をマーセル化

し、完全にCeW II型に転移した再生セル□ ースを用いた。（結果）Cel I I工型の試料の場

合、広角の最大散乱強度時の水分子は束縛水のみで、自由水は存在していないことが認め

られた。このような数モルの水分子がCe川ＩとCe川IIの分子運動性にどR様な差を与えて

いるか、CP／ HAS 13-C NMRスペクトルにより調べた結果、Cell Iは数モルの束縛水により

スペクトルの線幅が狭くなったのに対し、Cel 1 IIの場合は含水しても繍幅に変化が殆ど認

められなかった。従ってCel I１ とCe川IIの非晶祁の分子鎖のあり方に差があると考え　CP

／MAS装置を用い、torch i aのパルス系列4こより非晶成分を分離し、更に検討を試みている。


